
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第４４回 すみれ運動会 １０月２０日(日) 

すみれ運動会も４４回目を迎えました。今年は雨天延期で日曜日の開催となりましたが、われらすみれ

っ子のパワーで雨雲を吹き飛ばし、力一杯やり切ることができました。 

「最大の力を発揮しろ！心をひとつに３６７人」のスローガンの下、思いきり走り、跳び、舞い踊った

１日となりました。 

今年も、２年生が地域の方々への招待状作り

の担当学年になりました。 

皆様にはプログラムにもある都筑音頭のご指

導や、日々の教育活動にご協力いただいてお

り、たいへんお世話になっています。当日も足

をお運びくださり、応援していただきました。

ありがとうございました。 

 リレーをちからいっぱいはしりました。 

ともだちにバトンをとどけるように、そしておと

さないようにして、はしりました。 

（１年２組 児童） 

 

わたしは、うんどう会のリレーをがんばりまし

た。リレーの中で、とくにバトンをおとさない

のと、あい手と間をあけないことをがんばりま

した。 

（2年１組 児童） 

アラビアンワールドを、手をひろげておどると

きれいにおどれたよ。はくしゅをもらえたのがう

れしかったよ。 

（１年１組 児童） 

わたしは、アラジンのダンスとリレーをが

んばりました。リレーでは１いになれてよ

かったです。ダンスでは、さいごまで、う

まくおどれて楽しかったです。らい年のう

んどう会もがんばりたいです。 

（2年２組 児童） 

 
私は、しょうがい物きょうそうをがんばり

ました。さいしょにやったバスケットボール

のドリブルがとてもむずかしかったです。は

じめてのしょうがい物きょうそうだったの

で、1位になれなくてくやしかったけど、あ

きらめずにさいごまで走り切ることができて

よかったと思いました。  

     （3 年 2 組 児童）                 

今年初めて応援団になって、みんなで心を一

つにして同じように声を合わせることが大変で

した。また、６年生が低学年に声を掛け合って

いて、すごいなと思いました。私も高学年にな

ったらやさしく教えてあげたいです。 

（4年 1 組 児童） 

わたしは、運動会で赤白対抗リレーをがんば

りました。私がとくにがんばったのは、バト

ンをもらうときです。一年生からバトンを受

け取るので、やさしく、正かくに受け取れる

ように工夫しました。そして、走るときは全

力で走りました。結果は２位になってしまっ

たけれど、楽しく走ることができてよかった

です。 

（３年１組 児童） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 ダンスの練習では、はじめはうまくおどれなかっ

たけど、みんなでアドバイスをし合うなどして協力

してがんばったら、すごくよくなってよかったなと

安心しました。応えん団としても、大きな声で応え

んすることができました。運動会を通して、みんな

で応えんしたり、協力したりすれば、何でもできる

のだと学びました。（4 年 2組 児童） 

 

すみれが丘町内会の敬老会が９月２９日（日）に開催され、今年も敬老会の方々に感謝の気もちを込めて

合唱を発表しました。この日のために、４年生以上の歌が好きな児童が集まって特別合唱団を結成しまし

た。「大切なもの」「気球にのってどこまでも」「ふるさと」の３曲を発表しました。３曲目の「ふるさ

と」は敬老会の皆さんも一緒に歌ってくださいました。 

 最初は不安だったけれど、運動会が終わ

って安心しました。この活動を通して、み

んなをリードする力が身に付いたと思いま

す。この経験を生かしていきたいです。 

（赤組団長：6年１組 児童） 

 

今までで一番楽しく疲れた運動会でし

た。声を出したり、みんなのサポートをし

たりと、最後までがんばることができまし

た。白組は負けてしまったけれど、みんな

が「いい応援団長だったよ」と声をかけて

くれたのがうれしかったです。 

（白組団長：６年１組 児童） 

ソーラン節の練習は、１回 1回やるごとに一人ひとりの意識が変わっていった。中休みや昼休みに

ソーラン節を練習する参加者が増えて、５・６年合同の練習では、みんなが真剣に取り組んでいた。

僕たちの目標である「S ランクの卒業式」に向けて、５年生にていねいに伝えることができた。先生

たちに「成長したね」と言ってもらえたことは、本当に嬉しかった。ただ、運動会当日は、他学年の

応援をしていなかった。まだ自分のことばかり考えて、周りのことを考えられない人がいる。「チー

ムワーク」が足りないと実感した。市体育大会や音楽発表会などで、まず自分がみんなの意識を変え

るような声かけをして、最高の学年を造りたい。  （一部抜粋 ６年２組 児童） 

すみれが丘町内会敬老会 合唱発表  ９月２９日（日） 

ソーラン節は、６年生からのアドバイスや先生たちか

ら教えてもらったことを生かし､思い出深い踊りができ

ました。膝を９０度にしたり手をしっかり伸ばしたり

して一生懸命練習し、本番に最高のソーラン節が踊れ

たのだと思います。係の用具の仕事では、自分から声

かけができました。１・２年生の玉入れが大変だった

けど、６年生から「もうちょっとだね。がんばろう」

と声をかけてもらい胸に響きました。わたしも来年は

今の４年生に６年生のような言葉をかけられる人にな

りたいです。 （5年 1組 児童） 

                                                              

私はソーラン節の練習を家でも学校でもとにかく

必死に頑張りました。当日は、全力でできまし

た。踊っているときは一瞬で、終わった時は「や

りきった！」という気持ちでスカッとしました。

私は今年６年生から受け継いだソーラン節を来年

自分たちは最高学年として５年生に「受け継ぐ」

ことを果たしたいと強く思いました。       

（5 年２組 児童） 


